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『
武
家
諌
忍
記
』
の
形
成
過
程
と
読
ま
れ
方
を
探
る

　
1
大
聖
寺
本
を
中
心
に
一

矢
森
　
小
映
子

　
は
じ
め
に

　
第
二
班
の
研
究
日
的
は
、
大
名
家
評
判
記
の
形
成
過
程
と
読
ま
れ
方
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
『
武
家
諌
事
記
』
序
・
国
法
・
教
法
の
翻
刻
・
分
析
と
、
大
聖
寺
藩
に
お
け
る

所
蔵
経
緯
か
ら
読
ま
れ
方
を
考
察
す
る
と
い
う
、
一
本
立
て
の
作
業
を
行
っ
た
。

　
本
稿
で
は
こ
の
共
同
作
業
を
も
と
に
、
筆
者
が
担
当
し
た
「
武
家
教
法
之
巻
主
将
嗜
之
事
」

（
大
聖
寺
本
の
名
称
で
あ
り
、
離
塁
堂
本
で
は
「
武
家
堪
忍
記
教
法
之
巻
　
人
主
嗜
之
條
々
」
。

以
下
「
主
将
教
法
」
と
す
る
）
の
典
拠
分
析
と
、
大
聖
寺
藩
の
蔵
書
形
成
・
学
問
状
況
に
大

き
く
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
、
河
野
春
画
と
い
う
一
儒
者
の
あ
り
方
の
考
察
を
行
う
。

い
ず
れ
も
未
だ
基
礎
作
業
の
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
『
武
家
諌
右
記
』
の
形
成
過
程
と
読
ま
れ

方
を
探
る
一
視
角
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
一
．
『
武
家
諌
無
記
』
主
将
教
法

　
『
土
芥
憲
讐
記
』
に
お
け
る
引
用
書
目
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
研
究
が
あ
り
、
儒
学
・

兵
学
や
そ
の
他
多
様
な
書
物
を
問
題
意
識
に
応
じ
て
受
容
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

ω
。
ま
た
今
回
の
講
義
に
お
い
て
も
小
田
氏
・
小
関
氏
ら
に
よ
り
、
『
武
家
諌
忍
記
』
『
武
家
勧

懲
記
』
な
ど
の
引
用
書
目
と
い
う
視
角
か
ら
、
諸
本
比
較
や
評
者
像
を
解
明
す
る
と
い
う
報

告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
特
に
主
将
教
法
を
と
り
あ
げ
、
引
用
書
目
か
ら
そ
の
思
想

的
背
景
を
考
察
し
て
み
た
い
。
な
お
、
今
回
の
作
業
で
は
大
聖
寺
本
を
使
用
し
た
。

①
儒
学
思
想
の
引
用
書
目

　
主
将
教
法
の
第
一
条
「
天
下
国
家
島
井
タ
ラ
ン
人
常
二
心
得
可
有
事
」
で
は
、
主
将
の
道

理
を
知
る
た
め
に
「
五
常
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
「
仁
義
礼
智
信
」
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
九
ケ
条
中
も
っ
と
も
長
く
、
ま
た
儒
学
思
想
の
色
濃
く
出
た
条
目
と

い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
特
に
こ
の
一
条
日
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
引
用
書
日
を
検
討
し
て
み
た

い
。

　
【
表
一
】
は
、
主
将
教
法
一
条
目
に
お
け
る
引
用
書
目
の
一
覧
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
主
将
教
法
に
お
い
て
諸
書
を
引
用
し
た
部
分
を
示
し
、
引
用
書
物
名
と
該
当
部
分
を
示

し
た
。
引
用
書
物
名
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
筆
者
が
引
用
と
判
断
し
た

場
合
は
記
載
し
た
。
た
だ
し
こ
の
表
は
未
完
成
で
あ
り
、
引
用
書
目
の
特
定
も
不
十
分
で
あ

る
。
ま
た
引
用
を
示
す
「
日
」
「
ト
云
リ
」
と
い
っ
た
語
が
な
く
と
も
、
引
用
し
た
と
思
わ
れ

る
文
言
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
今
後
も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
未
だ
中
間
報
告
の
段
階

で
は
あ
る
が
、
現
段
階
で
の
作
業
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て
提
示
し
た
。

　
こ
の
調
査
作
業
の
中
で
筆
者
が
疑
問
を
も
っ
た
の
は
、
「
日
」
「
古
ノ
教
」
と
い
っ
た
語
を

用
い
た
り
、
明
ら
か
に
抜
粋
と
み
ら
れ
る
漢
文
が
そ
の
ま
ま
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
書
名
が

明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
点
だ
っ
た
。
実
際
に
引
用
書
日
を
調
べ
る
と
、
『
孟
子
』
『
論

語
』
な
ど
の
中
国
古
典
が
中
心
な
の
だ
が
、
書
名
・
著
者
名
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
孟
子
」

・
「
朱
文
公
」
（
た
だ
し
出
典
は
不
明
）
の
二
回
の
み
で
あ
る
。
孫
引
き
の
可
能
性
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
今
回
の
作
業
で
は
、
林
羅
山
『
春
鑑
抄
』
『
三
徳
抄
』
〔
と
の
比
較
を
試
み
た
。
こ

の
二
書
を
選
ん
だ
の
は
、
前
者
が
五
常
を
、
後
者
が
三
徳
を
概
説
し
て
お
り
、
こ
の
条
目
と

共
通
す
る
性
格
を
も
つ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
比
較
を
も
と
に
作
成
し
た
の
が
、
【
表

一
】
の
右
「
林
羅
山
」
と
い
う
項
目
で
あ
り
、
こ
の
群
書
に
お
い
て
類
似
・
共
通
す
る
部
分

を
記
載
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
条
目
に
お
け
る
中
国
古
典
引
用
部
分
の
ほ
と
ん
ど
は
、
羅
山
の
二
書
に
お

い
て
も
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
初
教
法
単
巻
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

考
え
て
い
た
「
礼
ト
云
ハ
人
移
駐
慎
有
テ
事
ノ
次
第
ノ
乱
サ
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ス
ヘ
キ
ナ
リ
。
」
「
少

モ
偽
り
ナ
ク
定
ヌ
ル
理
ナ
リ
。
」
と
い
っ
た
文
言
も
、
こ
れ
ら
の
書
に
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
書
以
外
の
書
物
の
調
査
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
こ

れ
ほ
ど
共
通
す
る
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
点
は
非
常
に
面
白
い
と
思
わ
れ
る
。

　
②
兵
学
思
想
の
影
響

　
さ
て
、
第
一
条
目
で
文
武
は
「
左
右
」
「
ハ
ナ
レ
ヌ
ト
コ
ロ
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
条

目
「
武
道
ハ
文
ノ
末
ニ
シ
テ
又
一
道
ナ
リ
。
故
ヘ
ニ
前
二
云
コ
ト
ク
文
武
者
ハ
ナ
レ
ヌ
ト
コ

ロ
ナ
リ
。
武
家
二
生
テ
ハ
モ
ツ
ハ
ラ
覇
道
ヲ
学
テ
天
下
国
家
安
全
ヲ
願
ト
コ
ロ
然
ナ
リ
。
」
で

は
、
「
武
将
諸
士
ハ
武
ヲ
以
先
ト
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
、
武
道
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。
武
道

も
ま
た
「
五
常
ノ
道
ト
別
丁
シ
テ
｝
道
」
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
武
道
は
ど
の
よ
う
な
書
を

引
用
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
注
日
し
た
い
の
は
、
次
の
記
述
で
あ
る
。

↑↓



日
武
略
智
略
計
略
軍
法
ト
云
々
。
武
略
ト
云
ハ
我
城
取
裏
罫
構
陣
能
取
敷
備
ヲ
能
立
、
人
数

之
手
組
手
分
其
作
法
定
リ
タ
ル
ヲ
云
ナ
リ
。
智
略
ト
云
ハ
能
将
乱
タ
ル
敵
ヲ
真
ニ
シ
テ
位
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
リ

以
責
、
敵
ヲ
サ
彰
々
計
器
ト
コ
ロ
ヲ
見
テ
半
途
ヲ
撃
、
伏
兵
ヲ
島
島
ヲ
殺
惑
帰
伏
ノ
士
ヲ

　
　
　
　
　
　
マ
ご

招
テ
味
方
ヲ
人
其
謀
ヲ
聞
取
テ
敵
ヲ
亡
ス
ヲ
智
略
ト
云
。
計
略
ハ
敵
国
へ
常
々
忍
ヲ
入
テ

諸
道
ノ
敵
ニ
シ
テ
人
民
是
ニ
ト
ツ
ク
カ
ト
ツ
カ
サ
ル
カ
ヲ
聞
、
邪
義
無
道
成
ニ
ヨ
ツ
テ
国
民

是
恨
ウ
ト
ム
カ
ノ
品
ヲ
兼
テ
聞
ヨ
リ
自
国
ヲ
賢
豊
国
シ
テ
諸
点
ヲ
認
可
有
。
敵
ヨ
リ
又
如
此

計
ト
キ
ハ
敵
恐
ル
ヘ
シ
。

　
こ
こ
で
は
軍
法
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
こ
の
部
分
に
は
差

異
が
生
じ
て
い
る
。
大
聖
寺
と
同
じ
く
「
武
略
智
略
計
略
」
を
挙
げ
る
の
は
池
田
家
本
で
あ

り
、
こ
の
窺
書
の
関
係
が
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
養
賢
堂
本
ほ
か
諸
本
に

お
い
て
は
「
武
略
智
略
」
で
あ
り
、
米
沢
本
で
は
「
武
略
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
大
聖
寺

・
池
田
家
本
以
外
は
省
略
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
「
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
部
分
に

は
典
拠
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
実
は
『
甲
陽
軍
鑑
』
品
第
四
一
「
軍
法
序
」
に
は
、
軍
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
働
・

武
略
智
略
計
策
を
よ
く
し
て
、
国
玉
能
勝
利
を
う
る
事
を
能
軍
法
と
云
。
然
る
に
武
略
の
も

と
ハ
、
自
国
諸
の
城
取
を
よ
く
か
ま
へ
、
陣
取
を
よ
く
嫁
し
き
、
備
を
よ
く
た
て
ま
ふ
く
る

事
、
大
形
は
先
是
武
略
の
も
と
な
り
。
さ
て
智
略
は
、
よ
き
大
将
有
て
乱
．
敵
を
真
に
あ
て
か

ひ
、
大
将
な
く
て
離
々
敵
を
味
方
も
乱
て
あ
て
か
ひ
、
大
将
有
て
真
な
る
を
ば
位
を
も
つ
て
こ

れ
を
つ
め
、
敵
を
そ
墨
り
た
て
、
働
敵
を
見
合
、
は
ん
と
を
う
ち
、
か
ま
り
を
も
っ
て
こ
ろ

し
随
へ
、
或
敵
の
内
に
帰
伏
の
侍
を
ま
ね
き
、
或
ハ
味
方
に
謀
あ
る
勇
士
を
近
付
、
敵
国
へ

　
　
　
　
　
　
　
テ
ダ
テ

さ
し
っ
か
ひ
、
其
行
を
能
き
》
と
り
て
其
敵
を
全
亡
す
事
、
是
先
大
形
智
略
の
も
と
な
り
。

又
計
策
は
、
出
家
町
人
百
姓
な
ん
ど
の
才
覚
あ
る
も
の
を
常
に
恩
を
あ
た
へ
て
後
、
敵
国
へ

つ
か
ひ
敵
の
大
将
才
智
な
く
し
て
好
事
を
過
し
て
、
万
民
ま
て
も
う
と
む
処
を
聞
つ
く
ろ
ひ
、

敵
国
を
さ
た
干
せ
其
分
を
せ
め
、
又
は
敵
の
内
に
邪
欲
の
者
を
き
ン
き
ハ
め
、
引
物
色
々
を

も
つ
て
其
敵
を
随
る
事
、
大
形
是
計
策
元
期
。
右
ノ
武
略
智
略
計
策
三
ツ
の
作
法
、
出
す
べ

を
知
て
是
を
謀
て
勝
利
を
う
る
こ
と
わ
ざ
を
指
て
能
軍
法
と
申
す
。

　
今
回
は
寛
永
年
間
に
武
家
の
問
で
読
ま
れ
て
い
た
『
甲
虫
軍
鑑
』
を
例
に
挙
げ
た
が
、
字

句
の
差
異
や
、
特
に
「
計
策
」
（
教
法
で
は
「
計
略
」
）
の
部
分
の
違
い
も
大
き
い
た
め
、
ま

だ
引
用
書
と
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
も
そ
も
武
略
・
智
略
・
計
策
は
兵
法
思
想
の
根
本
で
あ
り
、
甲
州
流
そ
の
他
大
部
分
の

兵
法
に
お
い
て
「
軍
法
の
三
本
」
と
す
る
兵
法
の
三
大
重
要
素
で
あ
る
が
、
こ
の
「
計
策
」

を
兵
法
の
大
本
に
含
む
か
否
か
は
、
流
派
や
兵
学
者
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
る
（
。
た
だ
し
大

聖
寺
・
池
田
家
本
以
外
で
も
「
計
略
」
の
語
は
使
わ
な
い
も
の
の
、
そ
の
説
明
部
分
は
「
敵

国
へ
常
二
忍
ヲ
入
テ
人
民
是
ニ
ツ
ク
カ
ツ
カ
サ
ル
カ
ヲ
聞
テ
、
自
国
ヲ
堅
固
二
幅
テ
殖
民
ヲ

可
憐
。
敵
ヨ
リ
又
古
註
謀
ル
ト
キ
ニ
、
国
民
ト
モ
国
尽
ヒ
属
也
ハ
敵
恐
ル
ヘ
シ
」
（
養
賢
堂
本
）

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
写
本
作
者
の
意
図
的
な
省
略
か
誤
り
の
省
略
か
は
、
慎
重
な
検
討
を

要
す
る
。
少
な
く
と
も
聖
藩
本
教
法
之
巻
の
作
者
は
、
武
略
智
略
計
略
を
兵
法
の
重
要
素
と

認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
ま
た
今
回
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
半
部
分
で
「
軍
ノ
出
ス

ニ
十
．
一
之
法
」
が
全
て
示
さ
れ
て
お
り
、
兵
法
を
と
り
こ
も
う
と
す
る
意
識
が
う
か
が
え
る

の
で
は
な
い
か
。

　
た
だ
し
注
意
し
た
い
の
は
、
一
条
目
と
同
様
、
「
兵
法
日
」
「
古
語
日
」
な
ど
、
引
用
書
目

は
ま
っ
た
く
明
記
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
条
目
に
つ
い
て
言
え
ば
「
兵
法
日
、

能
戦
モ
ノ
甲
南
ス
。
ニ
ク
ル
モ
ノ
ハ
生
ト
云
カ
コ
ト
シ
。
」
と
あ
る
が
、
類
似
の
文
言
は
『
三

徳
抄
』
に
も
み
ら
れ
る
（
【
表
一
】
参
照
）
。

　
ま
た
兵
学
を
全
面
的
に
受
容
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
兵
学
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る

「
謀
」
に
つ
い
て
も
「
謀
略
ト
テ
サ
ラ
八
人
ヲ
計
タ
フ
ラ
カ
ス
道
ニ
ア
ラ
ス
。
熊
葛
謀
実
ヲ

以
知
ル
ヲ
誠
ノ
軍
（
養
賢
堂
本
で
は
「
軍
法
」
）
也
。
」
と
し
、
「
人
ヲ
計
タ
フ
ラ
カ
ス
」
謀
略

は
批
判
さ
れ
て
い
る
。
「
謀
略
」
と
し
て
の
兵
学
批
判
は
、
林
驚
峰
、
佐
藤
直
方
ら
に
も
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
『
土
芥
憲
讐
記
』
に
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
伊
こ
れ
ら
の
点
も
ふ
ま
え
、
『
諌
忍
記
』
に
お
け
る
兵
学
思
想
の
典
拠
お
よ
び
そ
の
背
景

に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
に
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　
③
そ
の
ほ
か
の
典
拠

　
そ
の
ほ
か
の
引
用
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
｝
に
、
七
条
目

「
主
将
ハ
賞
罰
正
ス
ヘ
キ
事
」
に
お
け
る
「
十
悪
罪
」
、
第
二
に
同
じ
条
目
中
の
「
七
殺
」
の

引
用
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
引
用
で
あ
り
な
が
ら
諸
本
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
そ

れ
を
比
較
し
た
の
が
【
表
．
二
で
あ
る
。

　
　
ま
ず
「
十
悪
罪
」
か
ら
み
て
い
こ
う
。
そ
も
そ
も
十
悪
罪
と
は
、
階
・
唐
の
律
に
お
い

て
、
国
家
秩
序
を
乱
す
も
の
と
し
て
時
に
厳
し
く
塾
せ
ら
れ
た
十
の
罪
で
あ
る
。
本
文
に
も

あ
る
通
り
「
名
論
律
」
（
養
老
律
）
の
「
八
虐
」
の
基
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
謀
反
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・
謀
大
逆
・
謀
叛
・
悪
逆
・
不
道
・
大
不
敬
・
不
孝
・
不
言
・
不
義
・
内
乱
」
〔
と
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
諸
本
で
も
っ
と
も
差
が
あ
る
の
が
六
番
日
の
「
大
不
敬
」
で
あ
る
。
大
聖
寺
・
池

田
家
本
で
は
「
大
敬
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
大
不
敬
」
と
は
天
皇
に
対
す
る
不
敬
の
意
で
あ
る

か
ら
、
明
ら
か
に
罪
名
と
し
て
お
か
し
い
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
「
不
」

を
抜
か
し
た
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
明
ら
か
な
間
違
い
が
共
有
さ
れ
て
い
る
点
は
、

毛
書
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。
さ
ら
に
養
賢
堂
ほ
か
諸
本
に
お
い
て
、
こ
の
部

分
は
「
大
欲
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
大
里
」
の
写
し
間
違
い
か
、
あ
る
い
は
「
大
敬
」
で
は
明

ら
か
に
お
か
し
い
と
考
え
、
意
味
を
合
せ
よ
う
と
し
て
、
字
も
よ
く
似
た
「
大
欲
」
と
判
断

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
東
北
大
本
は
養
賢
堂
本
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
「
大
欲
」
と
「
不
孝
」

の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
点
も
指
摘
し
て
お
く
。

　
次
に
「
七
殺
」
に
つ
い
て
は
、
大
聖
寺
本
で
は
．
一
番
日
と
五
番
目
で
「
謀
殺
」
が
重
複
し

て
お
り
、
池
田
家
本
は
二
が
「
謀
殺
」
、
五
が
「
誤
殺
」
と
な
っ
て
い
る
。
養
賢
堂
本
ほ
か
諸

本
で
は
二
が
「
謀
叛
」
（
米
沢
本
で
は
「
謀
反
」
）
、
五
が
「
誤
殺
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
七
殺
は
典
拠
が
特
定
で
き
て
い
な
い
た
め
、
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
判
断
は
難
し
い
。
だ

が
大
聖
寺
本
の
「
謀
殺
」
の
重
複
は
お
そ
ら
く
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
豪
勇
堂
ほ

か
の
「
謀
叛
（
反
こ
も
そ
の
他
の
三
島
と
比
べ
て
違
和
感
が
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
池
田
家

本
の
「
謀
殺
」
「
誤
殺
」
が
正
し
い
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
現

在
確
認
で
き
る
諸
本
中
の
比
較
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
諸
本
と
の
比
較
や
典
拠
の
特

定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
引
用
で
あ
り
な
が
ら
諸
本
に
よ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
差
が
あ
る
の
は
、
諸
本
を
作
成
（
書
写
）

し
た
人
物
が
「
十
悪
罪
」
「
七
殺
」
に
つ
い
て
知
識
が
な
か
っ
た
か
、
重
視
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
わ
ざ
わ
ざ
引
用
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
と
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
認
識
・
重
視
さ
れ
ず
に
書
写
さ
れ
た
と
い
う
．
一
つ
の
側
面
は
、
近
世
に
お
け
る
中
国
あ
る

い
は
日
本
古
代
の
律
に
対
す
る
認
識
の
あ
り
方
を
考
え
る
一
視
角
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い

か
。　

以
上
の
よ
う
に
主
将
教
法
に
お
い
て
は
、
儒
学
・
兵
学
の
思
想
や
律
な
ど
様
々
な
思
想
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
全
て
が
原
典
か

ら
の
引
用
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
特
定
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
教
法
之
巻
の
最
後
に
あ
る
次
の
文
を
み
て
お
き
た
い
。

　
右
十
五
ケ
條
者
聖
賢
ノ
教
ヲ
カ
ル
ル
道
ナ
リ
。
此
心
ヲ
悟
人
戸
世
ノ
誉
明
ナ
リ
。
今
時
メ

ケ
ル
主
将
二
信
二
人
趨
勢
シ
ト
ニ
や
可
心
得
者
也
。
此
武
家
教
法
二
二
ニ
シ
テ
智
人
見
給
ヘ

キ
ニ
ア
ラ
ス
。
唯
童
幼
ノ
見
タ
マ
ハ
ン
ト
テ
拙
我
二
宣
ヘ
ハ
常
々
人
之
教
給
事
ヲ
耳
ニ
ノ
コ

シ
テ
今
一
冊
ヲ
ツ
、
リ
テ
披
見
二
上
ル
索
出
。

　
こ
れ
は
大
聖
寺
本
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
文
言
で
あ
り
、
大
聖
寺
本
教
法
之
巻
の
形
成
過
程

と
読
ま
れ
方
を
示
す
よ
う
な
部
分
で
あ
る
。
「
宣
」
つ
た
人
物
、
そ
し
て
綴
っ
た
「
三
聖
」
と
は

斜
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
探
る
中
で
筆
者
が
関
心
を
も
っ
た
の
が
、
大
聖
寺
藩
の
河
野
春

察
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
今
回
使
用
し
た
大
聖
寺
本
『
武
家
諫
楽
章
』
が
ど
の
よ
う

に
伝
わ
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
経
緯
か
ら
、
大
聖
寺
藩
お
よ
び
河
野
春
察
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
て
み
た
い
。

　
一
一
．
大
聖
寺
藩
河
野
春
察

　
①
大
聖
寺
藩
概
要
（

　
大
聖
寺
藩
は
、
加
賀
国
江
沼
郡
大
聖
寺
を
藩
庁
と
し
た
外
様
中
藩
で
あ
る
。
寛
永
一
六
年
、

金
沢
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
が
嫡
男
光
高
に
封
を
譲
っ
て
小
松
に
隠
居
す
る
に
あ
た
り
、
次

男
利
次
を
越
中
国
富
山
十
万
石
に
、
三
男
利
治
を
越
前
国
境
の
大
聖
寺
七
万
石
に
配
し
て
立

藩
さ
せ
た
。

　
大
聖
寺
藩
の
諸
制
度
は
、
宗
藩
に
ほ
ぼ
準
じ
た
が
、
そ
の
体
制
は
初
代
利
治
・
二
代
利
明

の
時
期
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
利
治
は
家
臣
団
の
統
制
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
鉱
山

資
源
の
開
発
を
は
か
っ
た
。

　
利
明
の
治
世
は
、
大
聖
寺
藩
史
に
お
け
る
「
黄
金
時
代
」
（
と
称
さ
れ
る
。
利
明
は
家
老
神

谷
守
政
の
補
政
を
得
て
、
大
聖
寺
川
の
治
水
、
新
田
開
発
、
紙
漉
き
・
茶
・
九
谷
焼
な
ど
殖

産
興
業
策
を
打
出
し
、
財
政
基
盤
の
整
備
に
努
め
た
。

　
大
聖
寺
藩
主
と
し
て
初
め
て
、
儒
者
を
招
い
て
そ
の
講
義
を
聞
い
た
の
も
利
明
で
あ
る
。

利
明
は
寛
文
四
年
、
林
羅
山
の
高
弟
で
あ
る
河
野
予
察
を
二
五
〇
石
を
も
っ
て
招
き
、
藩
主

お
よ
び
藩
士
に
儒
学
を
講
じ
さ
せ
た
と
い
う
。
た
だ
し
藩
士
ら
の
学
問
へ
の
志
向
は
弱
か
っ

た
ら
し
く
、
元
禄
六
年
か
ら
度
々
、
家
中
の
文
武
不
学
に
注
意
を
促
す
諭
告
が
出
さ
れ
て
い

る
。　

な
お
、
大
聖
寺
藩
で
藩
校
が
創
設
さ
れ
る
の
は
、
天
保
十
一
年
で
あ
る
。
当
時
の
十
一
代

藩
主
利
平
は
、
書
院
に
お
い
て
儒
者
に
経
書
の
講
義
を
命
じ
、
家
中
藩
士
に
聴
講
さ
せ
た
。

こ
の
書
院
を
学
問
所
と
称
し
、
大
聖
寺
藩
に
お
け
る
藩
校
の
起
源
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
学
問
所
は
安
政
元
年
、
十
二
代
利
義
の
時
に
「
時
習
館
」
と
改
称
さ
れ
、
文
武
両
道

に
拡
張
し
た
。
同
四
年
に
は
時
習
館
を
文
学
校
と
し
、
新
た
に
武
学
校
と
し
て
有
備
館
を
開

設
し
た
。
明
治
．
一
年
に
は
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
、
時
習
館
内
に
董
正
館
（
洋
学
）
、
達
材
舎
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（
漢
学
）
、
成
徳
舎
（
漢
学
、
後
に
温
知
舎
と
改
称
）
、
啓
蒙
舎
（
素
読
・
習
字
）
の
四
学
舎

を
増
築
し
、
さ
ら
に
洋
式
教
練
を
日
的
と
す
る
操
練
所
を
設
置
し
て
、
兵
学
舎
を
付
属
さ
せ
、

こ
れ
ら
に
有
備
館
を
加
え
て
藩
学
校
と
総
称
し
た
。
こ
れ
ら
は
明
治
五
年
に
廃
校
と
な
っ
て

い
る
。

　
②
『
武
家
諌
注
記
』
所
蔵
の
経
緯

　
大
聖
寺
藩
に
お
い
て
『
武
家
諌
忍
記
』
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
の
か
、

と
い
う
問
題
を
探
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
所
蔵
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
武

家
諫
忍
記
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
聖
藩
文
庫
と
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
・
歴
史
を
も
つ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
主
に
矢
野
貫
一
「
聖
藩
文
庫
概
言
」
に
拠
り
な
が
ら
述
べ
て
い
き
た
い
。

　
聖
算
文
庫
と
は
加
賀
市
立
図
書
館
の
特
別
蔵
書
で
あ
り
、
前
述
の
時
習
館
・
董
正
館
・
操

練
所
な
ど
藩
学
校
の
旧
蔵
書
を
主
幹
と
な
す
。
藩
主
前
田
家
の
私
有
書
物
や
藩
政
の
文
書
記

録
類
は
含
ま
れ
な
い
。
た
だ
し
大
聖
寺
町
の
学
校
・
図
書
館
の
蔵
書
も
こ
れ
に
併
せ
ら
れ
た

た
め
、
廃
藩
後
の
出
版
物
も
多
く
、
大
正
期
・
昭
和
初
期
の
も
の
ま
で
混
ざ
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
加
賀
市
立
図
書
館
が
引
き
継
い
だ
書
物
の
う
ち
、
和
装
本
を
も
っ
て
こ
の
文
庫
が
成
立

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
構
成
は
、
国
書
千
百
六
十
五
点
の
う
ち
、
歴
史
地
理
部
門
が
五
百
八
十
点
で
全
体
の

半
ば
を
占
め
、
そ
の
う
ち
三
百
十
点
が
日
本
の
雑
史
、
多
く
は
軍
記
類
で
あ
る
。
漢
籍
準
漢

籍
は
四
百
六
十
五
点
で
、
経
部
二
百
七
点
、
子
部
百
十
七
点
、
史
部
七
十
五
点
、
集
部
六
十

点
の
順
で
あ
り
、
経
書
の
う
ち
明
清
版
は
、
四
書
注
釈
書
・
研
究
書
な
ど
科
挙
の
た
め
の
受

験
参
考
書
で
あ
る
と
い
う
（
。

　
で
は
『
武
家
諫
忍
記
』
は
、
も
と
も
と
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は

「
時
習
館
書
目
」
一
を
調
べ
、
『
武
家
諌
忍
記
』
が
こ
れ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。　

だ
が
『
武
家
諌
忍
記
』
に
捺
さ
れ
て
い
る
印
は
「
錦
城
小
学
校
印
」
「
聖
藩
文
庫
」
の
み

で
、
「
時
習
館
」
印
は
な
い
（
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
安
政
元
年
に
学
問
所
が
時
習
館
に
発
展
し
た
際
、
学
問
所
の
蔵
書
も
ま
た
時
習
館
に
引
き

継
が
れ
た
。
た
だ
し
藩
主
か
ら
の
委
託
本
と
し
て
扱
わ
れ
、
時
習
館
に
お
い
て
工
め
た
書
物

と
は
区
別
さ
れ
た
ら
し
い
。
「
御
預
」
の
貼
紙
の
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
、
貼
紙
が
な
く
と
も
「
時

習
館
」
印
の
捺
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
大
方
御
預
り
と
み
な
し
う
る
と
い
う
（
。

　
今
回
参
照
し
た
「
時
習
館
書
目
」
に
は
、
翻
刻
者
の
調
査
に
よ
り
『
大
聖
寺
藩
侯
蔵
書
日

録
』
に
記
載
が
あ
る
か
否
か
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
『
武
家
耐
忍
記
』
は
『
大

聖
寺
侯
蔵
書
目
録
』
に
も
記
載
が
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
書
名
と
冊
数
が
一
致
し
て
い
る
の

み
で
、
同
一
の
書
物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
大
聖
寺
侯
蔵
書
目
録
』
は
大
聖
寺
藩
主
前
田
家
の
蔵
書
目
録
で
あ
り
、
現
在
確
認
さ
れ

て
い
る
の
は
金
沢
市
立
図
書
館
大
島
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
写
本
の
み
で
あ
る
。
こ
の
目

録
の
原
本
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
、
記
載
さ
れ
て
い
る
藩
政
文
書
の
年
代
か
ら
、
二
代
藩
主

利
明
治
世
の
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
。

　
こ
の
目
録
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
和
漢
両
書
を
通
し
て
四
書
注
釈
書
を
中
心
と
し

た
経
学
関
係
の
書
、
兵
法
・
古
戦
記
を
中
心
と
し
た
兵
学
書
が
そ
の
過
半
数
を
占
め
る
点
で

　
　
ロ

あ
る
一
。

　
以
上
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
る
と
、
『
武
家
導
燈
記
』
は
も
と
も
と
二
代
藩
主
利
明
に
よ

っ
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
天
保
十
一
年
に
学
問
所
に
お
か
れ
、
「
御
預
」
と
し
て
時
習

館
、
さ
ら
に
熊
鼠
文
庫
へ
と
引
き
継
が
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
『
武
家
諫
忍

記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
大
聖
寺
藩
主
は
利
明
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
所
蔵
者
が
利
明
以
前
に

遡
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
前
節
で
も
述
べ
た
「
十
悪
罪
」
「
七
殺
」
な
ど

の
引
用
の
誤
り
を
み
る
と
、
大
聖
寺
本
は
写
本
で
、
原
本
は
利
明
の
蔵
書
と
し
て
別
に
存
在

し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
た
だ
し
、
以
上
は
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
推
論
に
す
ぎ
ず
、

や
は
り
大
聖
寺
蔵
書
に
つ
い
て
の
史
料
調
査
が
第
一
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
自
身
の
評
価
も
記
載
さ
れ
て
い
る
『
武
家
諌
忍
記
』
を
、
利
明
は
な
ぜ
、
ど

の
よ
う
に
入
手
・
利
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
利
明
の
蔵
書
蒐
集
の
あ
り
方
か
ら
考
察
し
て
み

た
い
。

　
そ
も
そ
も
利
明
が
好
学
の
大
名
で
あ
り
、
寛
文
四
年
に
林
羅
山
の
高
弟
河
野
巡
察
を
招
聰

し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
点
か
ら
も
、
儒
学
関
連
書
の
多
さ
は
納
得
で
き
る
。
で
は

兵
学
書
・
軍
記
類
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
軍
記
蒐
集
事
業
に
深
く
携
わ
っ

て
い
た
と
さ
れ
る
の
が
、
河
野
春
灯
な
の
で
あ
る
。
利
明
の
蔵
書
形
成
に
大
き
く
関
与
し
て

い
る
ら
し
い
河
野
春
察
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
③
河
野
春
察
　
　
　
　
　
　
）

　
春
察
の
経
歴
は
『
河
野
家
譜
』
一
に
詳
し
い
。
以
下
、
そ
れ
を
用
い
て
簡
単
に
経
歴
を
述

べ
た
い
。

　
翠
玉
は
慶
長
一
七
年
一
〇
月
、
長
州
萩
郷
に
生
ま
れ
た
。
父
は
林
就
通
、
母
は
河
野
伊
賀

守
元
次
の
女
で
、
母
方
の
姓
を
名
乗
っ
て
河
野
と
称
し
た
。
小
字
は
自
然
、
通
称
は
喜
平
次
、

実
名
は
通
英
で
あ
る
。
最
初
京
で
医
学
を
学
ぶ
が
、
の
ち
儒
学
を
志
し
、
四
書
五
経
を
読
み
、

京
の
儒
家
の
「
性
理
之
講
談
」
を
聞
い
た
。
寛
永
八
年
江
戸
に
赴
き
、
益
庵
と
号
し
後
に
春

察
と
改
め
た
。
市
中
に
あ
っ
て
広
く
諸
子
百
家
の
典
籍
を
学
び
、
同
十
年
九
月
、
太
田
備
中

卜↓



守
資
宗
に
仕
え
た
。
翌
十
一
年
に
は
林
揺
藻
に
就
き
、
初
め
て
「
四
書
之
註
解
」
を
聞
い
た

と
い
う
。
林
登
山
の
門
下
で
は
、
そ
の
高
弟
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
。

　
警
察
は
万
治
二
年
ま
で
資
宗
に
仕
え
た
が
、
実
は
そ
の
期
間
は
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
の

編
修
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
河
野
家
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
し

説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
と
は
、
寛
永
年
間
に
江
戸
幕
府
が
編
修
し
た
系
譜
の
書
で
あ
る
。

仮
名
本
・
真
名
本
各
一
八
六
冊
か
ら
な
り
、
松
平
氏
・
清
和
源
氏
・
平
氏
・
藤
原
氏
・
諸
氏

の
五
種
お
よ
び
医
者
・
同
朋
・
茶
道
の
三
聖
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
寛
永
一
八
年
二
月
七
日
、
「
諸
大
名
家
々
之
系
図
筆
舌
、
記
之
、
可
差
上
旨
」
の
上
意
が

太
田
資
宗
に
通
達
さ
れ
、
同
人
が
総
裁
と
な
り
、
林
羅
山
・
鷲
峯
を
編
修
責
任
者
と
し
て
事

業
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
諸
大
名
お
よ
び
幕
府
旗
本
よ
り
系
図
・
家
譜
な
ど
の
資
料
を
提
出

さ
せ
、
そ
の
真
偽
判
定
に
は
主
と
し
て
報
答
山
・
鷲
峯
が
あ
た
っ
た
。
同
二
十
年
九
月
に
将

軍
家
光
に
献
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
編
修
事
業
に
つ
い
て
、
『
徳
川
実
紀
』
大
猷
鳶
色
実
紀
正

保
元
年
正
月
十
日
条
に
は
、
「
諸
家
系
図
編
集
の
事
に
あ
っ
か
り
た
る
書
生
。
僧
侶
等
の
褒
賜

あ
り
。
」
と
し
、
金
地
院
元
良
を
は
じ
め
と
す
る
人
物
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

「
太
田
備
中
守
資
宗
が
医
春
察
」
も
「
銀
二
十
枚
づ
』
給
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
春
雨
も

ま
た
、
主
君
太
田
資
宗
、
笠
置
島
山
ら
と
と
も
に
、
諸
大
名
・
旗
本
ら
の
系
譜
編
纂
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
。

　
『
土
芥
憲
讐
記
』
の
形
成
過
程
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
が
各
大
名

家
の
デ
ー
タ
収
集
と
い
ら
点
で
近
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
昨
年
の
小
川
論
文

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
。
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
と
『
武
家
諫
忍
記
』
と
の
関
係
は
ま
だ
未

検
討
だ
が
、
各
大
名
や
系
譜
の
記
述
比
較
な
ど
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
万
治
二
年
に
資
宗
の
仕
を
辞
し
た
春
型
は
浪
人
と
な
っ
た
が
、
寛
文
四
年
に
藩
主

利
明
に
二
五
〇
石
（
寛
文
七
年
に
三
百
石
）
を
も
っ
て
儒
者
と
し
て
招
か
れ
た
。
延
宝
三
年

に
春
察
が
没
し
た
後
は
、
そ
の
子
通
歩
も
ま
た
来
藩
し
、
儒
学
を
も
っ
て
藩
に
仕
え
て
い
る
。

　
春
察
は
ま
た
、
大
聖
寺
藩
の
軍
記
蒐
集
抄
写
事
業
に
も
関
わ
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
て
い

る
（
。
聖
藩
文
庫
所
蔵
の
軍
記
の
う
ち
、
春
察
が
関
わ
っ
て
い
た
も
の
を
二
、
三
挙
げ
る
と
、

春
察
が
京
都
建
仁
寺
で
書
写
し
た
『
応
仁
記
』
（
寛
永
＝
二
、
た
だ
し
現
存
は
そ
の
写
本
の
み
）
、

林
羅
山
よ
り
借
り
写
し
た
『
慶
長
五
稔
記
』
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
春
察
の
著
作
で
あ
る
『
本

朝
古
今
合
戦
記
附
将
籔
椿
紀
』
（
寛
永
一
九
、
自
筆
本
）
、
利
明
に
命
じ
ら
れ
て
草
し
た
と
い
う
「
三

河
記
序
ト
（
寛
文
九
）
か
ら
は
、
春
察
の
軍
記
に
対
す
る
素
養
や
見
識
の
深
さ
が
う
か
が
え
る

と
い
う
（
。

　
林
羅
山
と
兵
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
春
察
も

ま
た
師
で
あ
る
羅
山
の
影
響
を
受
け
、
軍
記
に
通
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
聖
藩
文
庫
の

経
書
の
中
に
も
羅
山
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
羅
山
の
高
弟
春
察
が
、
利
明
の

蔵
書
形
成
に
深
く
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
今
回
は
『
武
家
諌
忍
記
』
と
河
野

の
関
係
ま
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
教
法
之
巻
に
お
け
る
、
林
羅
山
の

影
響
と
み
ら
れ
る
文
言
、
兵
学
や
軍
記
と
の
関
連
な
ど
も
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
お
わ
り
に

　
大
聖
寺
藩
に
お
け
る
河
野
春
察
の
勤
め
ぶ
り
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
な
い
が
、
前
述
の

『
河
野
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
前
の
主
君
太
田
資
宗
の
も
と
で
は
「
日
夜
侍
左
右
、
談
古
今
之

政
事
、
恩
遇
甚
渥
、
常
前
席
預
顧
問
擢
陪
侍
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
日
夜
君
側
に
侍
し
、
御

咄
の
御
相
手
を
す
る
「
御
伽
衆
」
〔
の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
御
伽

衆
は
も
と
も
と
戦
国
時
代
の
陣
中
武
辺
咄
な
ど
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
の
語
る
と
こ
ろ
は
「
よ
く
其
の
主
を
益
し
、
旧
家
の
秘
事
、
名
将
の
窪
手
、
み
な
語
り
伝

え
ら
れ
、
多
く
の
史
話
を
後
世
に
伝
え
、
文
化
機
関
を
整
」
え
る
隠
れ
た
働
き
を
な
し
た
と

さ
れ
て
い
る
（
。
春
察
も
ま
た
兵
学
や
軍
記
物
語
の
講
釈
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

儒
者
が
兵
学
や
軍
記
の
知
識
を
も
ち
、
御
伽
衆
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
特
殊
な
例
で

は
な
い
。
春
察
の
師
羅
山
も
、
幕
府
に
求
め
ら
れ
た
め
は
『
六
翰
』
『
三
略
』
の
よ
う
な
兵
書

の
知
識
で
あ
り
、
四
書
六
経
の
儒
学
で
は
な
か
っ
た
（
。
そ
し
て
羅
山
も
ま
た
、
徳
川
家
光
の

「
御
咄
衆
」
と
し
て
毎
日
登
城
し
て
い
た
と
い
う
6
林
羅
山
を
は
じ
め
、
近
世
初
期
の
儒
者

は
「
物
読
み
坊
主
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
「
侍
講
」
と
い
う
よ
り
は
「
御
伽

衆
」
の
一
人
だ
っ
た
と
い
え
る
（
。

　
ま
た
本
藩
金
沢
の
前
田
家
も
御
伽
衆
を
抱
え
て
い
た
こ
と
は
『
利
家
夜
話
』
『
微
妙
公
夜
話
』

な
ど
多
く
の
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
利
家
は
大
変
咄
好
き
で
あ
り
、
光
高
も
ま
た
林
羅
山

を
招
い
て
論
語
の
講
釈
を
聞
い
た
り
、
羅
山
が
光
高
の
軍
談
に
感
心
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
価
。
御
伽
衆
に
つ
い
て
の
本
藩
か
ら
の
影
響
や
富
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

を
深
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
儒
者
春
察
は
大
聖
寺
藩
に
お
い
て
、
儒
学
の
講
義
、
御
伽
衆
と
し
て
の

御
宮
、
軍
記
蒐
集
抄
写
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
『
武
家
諌
忍
記
』
主
将
教
法
で
あ
る
。
主
将
教
法
で
は
、
古
の

明
君
良
将
を
例
に
と
り
、
儒
学
・
兵
学
の
思
想
を
ひ
き
な
が
ら
、
主
将
が
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
そ
の
心
得
を
説
い
て
い
た
。
河
野
が
こ
の
教
法
の
執
筆
、
あ
る
い
は
蒐
集
・
書
写
に
ど

の
程
度
携
わ
っ
て
い
た
か
は
今
回
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
教

餅↓



法
の
思
想
的
背
景
と
、
大
聖
寺
藩
が
河
野
に
求
め
た
役
割
と
は
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
近

世
初
期
の
学
問
状
況
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
視
角
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
教
法
の
典
拠
特
定
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
羅
山
の
書
物
が
教
法
の
典
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
下
山
の
他
本

も
含
め
て
検
討
の
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
大
聖
寺
藩
に
お
け
る
軍
記
・
儒
学
書
や
そ

れ
ら
と
河
野
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
史
料
調
査
の
必
要
も
あ
る
。
最
後
に
、
今
回
は
大
聖

寺
藩
の
み
の
検
討
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
大
聖
寺
藩
以
外
の
諸
藩
で
は
、
『
武
家
三
三
記
』
は
ど

の
よ
う
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
経
緯
を
探
る
こ
と
が
、
大
名
家
評
判
記
の

形
成
過
程
と
読
ま
れ
方
の
解
明
に
つ
な
が
る
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
注
】

ω
小
関
悠
一
郎
「
『
土
芥
二
野
記
』
に
お
け
る
「
文
」
「
武
」
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
「
大
名
評
判
記
」
の
基

　
礎
的
研
究
』
、
二
〇
〇
六
年
）
。

ω
両
書
と
も
成
立
年
は
不
明
だ
が
、
寛
永
初
期
の
作
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
石
田
一
良
校
注
、

　
『
日
本
思
想
大
系
二
八
　
藤
原
梶
窩
・
林
羅
山
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
所
収
の
も
の
を
使
用
し
、

　
引
用
書
目
特
定
に
あ
た
っ
て
は
、
同
書
注
を
参
考
に
し
た
。

㈲
　
『
甲
陽
軍
鑑
』
は
寛
永
年
間
に
は
武
家
の
問
で
読
ま
れ
て
お
り
、
元
和
頃
に
は
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
武
田
の
重
臣
高
坂
弾
正
の
番
謡
を
基
と
し
て
書
き
つ
が
れ
、
江
戸
初
期
の
軍
学
者
小
幡
景
憲

　
が
自
ら
の
見
聞
す
る
と
こ
ろ
を
交
え
て
集
大
成
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
前
田
育
徳
会
尊

　
経
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
刊
本
（
二
十
巻
二
卜
三
冊
、
刊
記
な
し
）
の
影
印
版
〔
『
甲
乙
軍
鑑
　
三
』
（
勉
誠

　
社
、
一
九
七
九
年
）
所
収
〕
を
引
用
し
た
。

↑
の
石
岡
久
夫
『
日
本
兵
法
史
　
下
』
（
雄
山
閣
、
一
九
七
二
年
）
、
一
五
二
頁
。

⑤
小
関
前
掲
論
文
、
小
川
和
也
「
個
別
大
名
へ
の
視
角
と
兵
学
と
の
関
連
－
長
岡
藩
主
・
『
東
照
宮
御
遺
訓
』

　
・
林
家
の
兵
学
観
」
（
同
書
所
収
）
な
ど
参
照
。

⑥
　
『
日
本
思
想
大
系
三
　
律
令
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
所
収
の
「
名
例
律
第
＝
を
参
照
し
た
。

ω
　
『
藩
史
大
事
典
』
、
『
大
聖
寺
藩
史
』
（
大
聖
寺
藩
史
編
纂
会
、
一
九
三
八
年
）
、
加
賀
市
史
編
纂
委
員
会

　
『
加
賀
市
史
　
通
史
　
上
巻
』
（
加
賀
市
役
所
、
一
九
七
八
年
）
、
矢
野
貫
一
「
聖
哲
文
庫
概
言
」
（
矢
野

　
貫
「
ほ
か
編
『
聖
藩
文
庫
目
録
』
加
賀
市
立
図
書
館
、
「
九
八
七
年
）
、
磯
部
彰
「
大
聖
寺
藩
に
お
け
る

　
漢
学
受
容
の
研
究
」
（
『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
十
号
、
一
九
八
五
年
二
月
）
な
ど
参
照
。

㈹
前
掲
『
大
聖
寺
藩
史
』
、
四
二
頁
。

⑨
前
掲
「
聖
藩
文
庫
概
言
」
、
六
一
頁
。

㈹
こ
の
「
時
習
館
書
目
」
と
は
、
藩
学
校
が
廃
さ
れ
、
時
習
館
蔵
書
が
錦
城
小
学
校
に
委
託
さ
れ
た
後
に

　
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
錦
城
小
学
校
は
大
聖
寺
の
諸
学
校
の
図
書
を
「
堂
に
擁
し
て
い
た
が
、
昭
和

　
九
年
の
大
火
の
際
多
く
を
焼
失
し
た
。
昭
和
三
一
年
か
ら
三
二
年
頃
、
八
間
道
の
公
民
館
図
書
館
（
三
三

　
年
に
加
賀
市
立
図
書
館
と
改
め
る
）
に
移
さ
れ
た
。
た
だ
し
時
習
館
の
蔵
書
の
み
で
は
な
く
、
貴
覧
館
、

　
操
練
所
の
印
を
有
し
た
も
の
も
あ
り
、
書
目
作
成
の
時
点
で
混
在
し
て
い
た
時
習
館
以
外
の
書
物
も
含
ま

　
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
聖
藩
文
庫
概
言
』
）

㎝
た
だ
し
原
史
料
で
は
な
い
た
め
、
確
認
の
必
要
が
あ
る
。

肥
前
掲
「
聖
旨
文
庫
概
言
」
、
六
二
頁
。

鵬
磯
部
彰
「
大
聖
寺
藩
薔
蔵
漢
籍
の
研
究
」
（
『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
ト
一
号
、
一
九
八
六
年
三

　
月
）
。

㈹
磯
部
同
一
論
文
。

㈲
大
聖
寺
田
町
河
野
家
蔵
、
近
世
前
期
写
、
折
本
一
帖
。
今
回
は
黒
田
彰
「
聖
藩
文
庫
本
『
応
仁
記
』
に

　
つ
い
て
」
（
『
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
蔵
　
応
仁
記
』
加
賀
市
立
図
書
館
、
一
九
八
七
年
）
に
掲
載
さ

　
れ
て
い
る
翻
刻
を
使
用
し
た
。

㈹
　
『
国
史
大
辞
典
』
の
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
の
項
目
に
は
、
「
事
務
上
の
こ
と
は
最
初
太
田
資
宗
の
家
臣

　
河
野
春
寮
が
専
心
」
と
あ
る
が
、
こ
の
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
春
寮
」
と
あ
る
の
は
、
お
そ

　
ら
く
「
春
察
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
様
の
誤
り
は
、
山
本
信
吉
「
日
光
叢
書
寛
永
諸
家

　
系
図
伝
　
解
題
　
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
光
叢
書
　
寛
永
諸
家
系
図
伝
　
第
一
巻
』
《
続

　
群
書
類
従
完
成
会
、
「
九
八
九
年
》
所
収
）
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
山
本
氏
は
本
稿
で
引
い
た
『
徳
川

　
実
紀
』
記
事
を
引
用
し
て
い
る
が
、
「
春
察
」
に
つ
い
て
右
に
「
（
河
野
）
」
、
左
に
「
（
寮
力
）
」
と
注
を
付

　
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
典
拠
も
不
明
で
あ
る
。

㎝
小
川
和
也
「
幕
藩
制
国
家
確
立
期
に
お
け
る
「
仕
置
」
標
準
の
展
望
1
『
土
芥
冠
雪
記
』
の
研
究
視
角

　
に
つ
い
て
一
」
（
前
掲
『
「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
研
究
』
）

個
黒
田
前
掲
論
文
、
矢
野
前
掲
論
文
。

佃
黒
田
前
掲
論
文
。
な
お
、
筆
者
は
加
賀
市
立
図
書
館
に
て
こ
の
甘
甘
を
確
認
し
た
が
、
特
に
興
味
深
い
の

　
が
『
本
朝
占
今
合
戦
記
附
将
三
二
記
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
「
為
義
」
か
ら
「
秀
頼
」
ま
で
の
、
軍
記
に
登

　
指
す
る
人
物
の
略
歴
を
記
し
た
「
古
今
争
雄
記
」
と
、
「
保
元
合
戦
」
か
ら
「
井
原
【
揆
」
ま
で
の
日
本

　
史
上
の
主
な
合
戦
の
概
要
を
記
し
た
「
合
戦
記
」
か
ら
な
る
。
書
き
込
み
や
貼
り
紙
に
よ
る
加
筆
・
修
正

　
も
み
ら
れ
、
河
野
が
軍
記
を
読
み
、
あ
る
い
は
咄
を
す
る
過
程
で
作
成
さ
れ
、
改
訂
を
加
え
な
が
ら
使
用

　
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

⑳
桑
田
忠
親
『
大
名
と
御
伽
衆
　
増
補
新
版
』
（
有
精
堂
出
版
、
一
九
六
九
年
）
、
若
尾
政
希
『
「
太
平
記
読

　
み
」
の
時
代
』
（
平
凡
社
、
「
九
九
九
年
）
。

⑳
桑
田
同
右
書
、
一
一
六
頁
。

幽
前
田
勉
『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』
（
・
へ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
）
。

囲
桑
田
前
掲
書
、
九
七
頁
。

伽
渡
辺
浩
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
、
堀
勇
雄
『
林
七
山
』
（
吉
川

　
弘
文
館
、
　
「
九
六
四
年
）
。

濁
桑
田
・
若
尾
前
掲
書
参
照
。
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